
2024 年 7月 20 日 作成         Ver.5 

 

 

 
                            複数施設研究用 
 
研究課題「早産児脳波に観察されるデルタブラッシュと神経発達予後の検討」

に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
 2009年 1月 1日～2024年 3月 31日に出生し、名古屋大学医学部附属病院または安城
更生病院の NICUに入院し、NICU入院中に脳波検査を受けた在胎 37週未満の早産児
のうち、少なくとも出産予定日から 18か月以上当該医療機関で継続して診療された児、
もしくは出産予定日から 18か月後の転機が判明している児 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
 目的：早産児脳波に観察されるデルタブラッシュの出現パターンの変容と神経発達

予後との関連を明らかにします。 
 方法： 

1. デルタブラッシュ自動検出プログラムを名古屋大学と東京大学が作成します。 
2. 安城更生病院と名古屋大学医学部附属病院において、研究対象者にNICU入院中
に行われた脳波記録すべてについて、1の自動検出プログラムを用いてデルタブラッ
シュの出現頻度や出現部位を集計します。 
3. デルタブラッシュ出現パターンと神経発達予後との関連を統計学的に検討しま
す。 
 研究期間：実施承認日～2033年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
 情報：母体：妊娠～出産までの病歴、治療歴、検査結果 等。 
児：病歴、治療歴、NICU入院中の脳波記録データ、診療目的で行われた神経心理学的
検査の結果（1歳半、3歳、6歳時に行われた新版 K式やWISC-Ⅳなど）、在胎週数、
性別、出産予定日 等。 

 
４．外部への試料・情報の提供 
・脳波データを含んだ記録媒体を研究者間で直接受け渡しします（安城更生病院→名古屋

大学医学部附属病院 約250例） 
・匿名化し個人が特定できない状態に変換した３の情報を電子的配信にて共有します（安

城更生病院→名古屋大学医学部附属病院 約250例、名古屋大学医学部附属病院→東京大
学 約400例（安城更生病院からのデータを含む）） 
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データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 
 
５．研究組織 
  名古屋大学医学部附属病院 城所 博之 
  東京大学大学院 多賀 厳太郎 
  愛知県厚生農業協同組合連合会安城更生病院 久保田 哲夫 
 

６．利益相反 

本研究は研究責任者が計画、実施し、データ及び評価に最終的な責任を負うことを前

提として行われるものです。本研究の分担者である夏目淳は愛知県からの寄附金で運営

されている名古屋大学大学院医学系研究科障害児（者）医療学寄附講座の教員であり、

愛知県と利益相反関係にありますが、本研究は日本医療研究開発機構(AMED)の研究費
を用いて行われ、愛知県は本研究の研究計画書等の立案、作成及びデータの統計解析を

含む評価に一切介入しません。また、研究は利益相反状態にない研究責任者、分担者を

含めて実施されます。 
 

７．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65番地 
  電話番号：052-744-2294 
  担当者：名古屋大学医学部附属病院小児科・白木 杏奈 
 
研究責任者： 
名古屋大学医学部附属病院小児科 城所 博之 

 
研究代表者： 

名古屋大学医学部附属病院小児科 城所 博之 

 


